
御前崎で暮らそう。
特集
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おまえざきのきらり輝く人

永井正孝さん、戸塚順一さん
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御
前
崎
で
暮
ら
そ
う
。

地
方
か
ら
東
京
な
ど
の
大
都
市
圏
へ
若
者
の
流
出
が
続
い
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
地
方
の「
ま
ち
」
に「
し
ご
と
」
を
作
り
出
し
、

地
方
へ
の「
ひ
と
」
の
流
れ
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

本
号
で
は
、
御
前
崎
市
へ
U
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
人
の
声
や

市
の
移
住
定
住
担
当
課
、
県
の
移
住
支
援
機
関
の
話
を
聞
き
、

御
前
崎
暮
ら
し
の
魅
力
と
御
前
崎
流
の
若
者
支
援
策
を
考
え
て
い
く
。

「
御
前
崎
市
の
将
来
推
計
人
口
」

で
は
、
２
０
４
５
年
に
は
２
万

人
を
割
る
と
い
う
推
計
が
出
て

い
ま
す
（
グ
ラ
フ
）。
こ
の
数

値
は
、
平
成
27
年
10
月
に
実
施

さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
を

ベ
ー
ス
に
過
去
か
ら
の
出
生
率

や
死
亡
率
な
ど
を
加
味
し
て
算

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
推
計
値
で
す
が
、
本
市
の
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

生
産
年
齢
人
口
層
が
減
少

　
グ
ラ
フ
を
み
る
と
高
齢
者
の

人
数
が
増
加
も
し
く
は
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
い
わ
ゆ

る
「
生
産
年
齢
人
口
層
」
の
人

数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
に
伴
う
よ
う
に
０
歳
か
ら
14

歳
ま
で
の
「
年
少
人
口
」
も
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
生
産
年
齢
人
口
層
が

減
っ
て
い
く
と
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
市
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
平
成

27
年
度
に
市
が
策
定
し
た
「
御

前
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
次
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
。

①
地
域
産
業
で
人
材
不
足
や
後

　
継
者
不
足
が
発
生
す
る

②
地
域
市
場
が
縮
小
す
れ
ば
既

　
存
す
る
立
地
企
業
が
流
出
す

　
る
可
能
性
が
あ
る

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
担

　
い
手
が
不
足
し
、
有
事
の
際

　
の
自
助・共
助
能
力
が
低
下
、

　
伝
統
文
化
も
継
承
さ
れ
な
い

④
生
産
年
齢
人
口
層
の
社
会
保

　
障
費
負
担
が
増
す

⑤
税
収
の
減
少
に
よ
り
財
政
が

　
逼ひ
っ
迫ぱ
く
す
る　
な
ど

減
り
続
け
る
若
者
世
代

　
生
産
年
齢
人
口
層
の
中
で
も

著
し
く
減
る
の
が
、
16
歳
か
ら

35
歳
ま
で
の
若
者
世
代
。
市
が

ま
と
め
た
平
成
30
年
度
年
齢
別

人
口
移
動
を
み
る
と
転
入
者
が

５
９
３
人
、
転
出
者
が
７
４
９

人
で
１
５
６
人
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
転
出
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学

や
専
門
学
校
が
な
い
本
市
の
事

情
か
ら
も
、
高
校
生
の
進
学
に

よ
る
転
出
や
進
学
先
で
の
就
職
、

若
い
世
代
の
市
外
へ
の
転
居
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い

　
日
本
の
人
口
は
、
平
成
20
年

に
１
億
２
８
０
８
万
人
と
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
減
少
を

続
け
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
公

表
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
以
下
、
社
人
研
）

「
日
本
の
将
来
推
計
」
で
は
、

２
０
５
３
年
に
人
口
は
１
億
人

を
割
り
、
２
０
６
５
年
に
は

８
８
０
８
万
人
に
な
る
と
推
計

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
１
９
年
３
月
末
時
点

の
人
口
が
３
万
２
５
４
１
人
で

あ
る
こ
と
に
対
し
、
社
人
研
が

平
成
30
年
３
月
に
公
表
し
た

年齢層 転入 転出 増減
0～ 5歳 64 90 -26
6～ 10歳 27 40 -13
11～ 15歳 10 25 -15
16～ 20歳 75 97 -22
21～ 25歳 215 259 -44
26～ 30歳 172 216 -44
31～ 35歳 131 177 -46
36～ 40歳 90 104 -14
41～ 45歳 61 80 -19
46～ 50歳 45 57 -12
51～ 55歳 35 35 0
56～ 60歳 32 39 -7
61～ 65歳 18 17 1
66～ 70歳 22 19 3
71～ 75歳 6 11 -5
76～ 80歳 12 12 0
81～ 85歳 8 6 2
86～ 90歳 5 6 -1
91～ 95歳 3 2 1
96～ 100歳 0 0 0
101歳以上 0 0 0

合計 1037 1156 -261

平成 30年度年齢別人口移動 御前崎市の将来推計人口（社人研）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2015 2045204020352030202520202019

人

年
（2015年と 2019年は３月末人口、2020年以降は社人研推計）

2015 2019 2020 2025 2030 2035 2040 2045
人 口 33,488 32,541 30,468 28,271 26,088 23,486 21,517 19,214

65歳以上 9,034 9,471 9,585 9,928 9,914 9,679 9,617 9,068
15～ 64歳 20,151 19,120 17,312 15,320 13,589 11,974 10,010 8,515
0～ 14歳 4,303 3,950 3,571 3,023 2,585 2,193 1,890 1,631

65歳以上

15～ 64歳

０～ 14歳

（人）
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若
者
た
ち
の

進
路
と
ホ
ン
ネ

　

地
方
で
続
く
若
者
の
流
出
。

本
市
の
実
態
を
探
る
た
め
、
池

新
田
高
校
の
進
路
状
況
を
調
査

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
同
校
を
卒
業
し
た

卒
業
生
は
１
４
０
人
。
そ
の
う

ち
76
人
が
就
職
し
、
地
元
か
ら

通
勤
可
能
な
圏
内
（
小
笠
・
掛

川
地
区
）
へ
は
、
卒
業
生
の
約

３
分
の
１
に
あ
た
る
56
人
が
就

職
し
ま
し
た
。
進
学
者
に
あ
っ

て
は
、
自
宅
か
ら
通
学
で
き
る

中
東
遠
地
域
へ
６
人
、
静
岡
市

や
浜
松
市
へ
32
人
が
進
学
し
て

い
ま
す
。

　
松
永
行
弘
教
諭
は
「
本
校
の

生
徒
は
地
元
愛
が
強
く
、
地
元

に
残
る
生
徒
が
多
い
で
す
。
就

職
者
の
大
半
は
生
活
拠
点
を
地

元
に
お
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

進
学
と
な
る
と
近
隣
に
学
校
が

松林良徳さん（左）令恩さん（子）

保護者

子どもが春から東京で働きます。
自分で決めた進路なので、とこと
ん頑張って大成してほしいです。
静岡県にはない職業なので、いず
れは地元で独立し、パイオニアに
なってもらいたいですね。

河原崎健司さん

御前崎市商工会長

進学などで県外へ出てしまったら
なかなか地元へ戻ってきてくれま
せんね。都市部の生活は便利です
から。でも、今後このまちを活性
化させるには若い人たちのパワー
が必要不可欠だと思います。

ホンネ ホンネ

少
な
い
た
め
、
地
元
を
離
れ
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
約
半

数
は
地
元
か
ら
通
学
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

市
の
広
報
担
当
が
、
本
年
度
の

３
年
生
１
３
２
人
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
１
で
も
、
全

体
の
67
％
に
当
た
る
88
人
の
生

徒
が
卒
業
後
は「
地
元
に
残
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
地
元
志
向

が
強
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
若
者
の
転
出
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
松
永
教

諭
は
「
進
学
す
る
生
徒
の
中
に

は
、
働
く
場
所
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
な
い
生
徒
も
多
く
、

首
都
圏
で
就
職
す
る
者
も
い
れ

ば
、
進
学
先
周
辺
で
就
職
す
る

者
も
い
る
。
そ
れ
も
要
因
の
一

つ
で
は
な
い
か
」と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
問
３
の

「
将
来
、
地
元
で
暮
ら
し
た
い

と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、
全
体
の
46
％
に
当
た

る
61
人
が
「
思
わ
な
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
問
１
の
質
問

で
88
人
が
地
元
に
残
る
と
回
答

し
た
の
に
対
し
、「
将
来
、
地

元
で
暮
ら
し
た
い
」
と
考
え
て

い
る
生
徒
は
17
人
も
減
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
理
由
で
多
か
っ

た
の
が
「
都
会
に
行
き
た
い
」、

「
交
通
が
不
便
」、「
楽
し
め
る

場
所
が
な
い
」
と
い
う
意
見
。

地
元
志
向
が
強
い
中
で
も
、
や

は
り
都
市
部
や
利
便
性
の
高
い

生
活
を
求
め
、
地
元
を
離
れ
て

暮
ら
し
た
い
と
い
う
意
志
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

松永行弘教諭

池新田高校進路課長

愛
郷
心
の
あ
る
子
が
多
く

地
元
に
残
る
傾
向
だ
が

進
学
者
は
市
外
で
就
職
も
多
い

人数 割合
進学 63 45％
就職 76 54.3％

その他 1 0.7％
計 140 -

■平成 30 年度の進路状況
人数 割合

小笠・掛川管内 56 75％
県内（管内以外） 18 23.7％
県外 2 1.3％

計 76 -

■就職先の内訳

H25 H26 H27 H28 H29 H30
21 26 16 15 25 17

■過去６年間に市内企業へ就職した生徒数 年度

■進学先の内訳
人数 割合

中東遠地域 ６ 9.5％
静岡・浜松 32 50.8％
県外 25 39.7％

計 63 -

池
新
田
高
校
進
路
課
長
の
松
永
行
弘
教
諭
の
話
と

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
若
者
が
転
出
す
る
理
由
を
探
る

（参考資料：令和元年度「航路燈」/池新田高校作成）

若者たちが考える将来
池新田高校の３年生１３２人に卒業後の生活について
アンケートしました。

問１、卒業後、地元に残りますか？

はい
88人

いいえ
44人

問２、１で答えた理由を教えてください

・地元で就職するから
・実家から通学するから
・地域貢献したいから
・御前崎が大好きだから
・家を出るとお金がかかる
・実家が落ち着く、安心する
・地元の未来をみたい
・独り暮らしが怖い
・引っ越しのお金がない

「はい」
・進学のため
・行きたい大学が県外
・夢を追うため
・海外で働く
・働く場所が少ない
・地元が嫌い
・独り暮らししたい

「いいえ」

思う
71人

思わない
61人

問３、将来、地元で暮らしたいと
　　　思いますか？

問４、３で答えた理由を教えてください

・親孝行したい
・地元が暮らしやすい
・地元を盛り上げたい
・海がある、自然が多い
・友だちがいるから
・地元が好きだから
・地域行事に参加したい
・土地探しがめんどくさい
・都会へ出たいけど怖い

「思う」
・他をみてみたい
・都会に行きたい
・県外で暮らしたい
・交通が不便
・職種が少ない
・楽しめる場所がない
・津波が怖い
・メリットがない
・親元を離れたい
・時々帰ってくる程度
   で十分

「思わない」
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御前崎暮らしのススメ 御前崎での暮らしは不便だったり、魅力がなかったりするのか
UターンやＩターンをして御前崎市で暮らしている人たちから
若者たちへの「メッセージ」

　
こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
育
っ
た

清
水
啓
吾
さ
ん
は
、
池
新
田
高

校
を
卒
業
後
、
浜
松
市
に
あ
る

美
容
師
専
門
学
校
に
入
学
。
卒

業
後
は
、
神
奈
川
県
や
静
岡
市

の
理
美
容
室
で
経
験
を
積
み
、

２
０
１
８
年
に
晴
れ
て
理
美
容

の
お
店
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
を
佐
倉

地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

地
元
を
選
ん
だ
理
由
を
「
都
会

に
住
ん
で
み
た
も
の
の
自
分
に

は
合
わ
な
い
と
感
じ
、
人
の
温

か
さ
や
人
情
味
の
あ
る
こ
の
ま

ち
で
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
空
間

を
作
り
た
く
な
っ
た
ん
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
独
立
を
考
え
始
め
た
の
は
26

歳
の
頃
。
自
ら
の
将
来
を
考
え

た
時
に
「
自
分
に
は
理
容
師
し

か
な
い
。
も
う
後
戻
り
は
で
き

な
い
な
」
と
思
い
独
立
を
決
意

し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
は

市
内
の
美
容
室
や
理
髪
店
を
調

査
し
、
他
の
店
が
や
っ
て
い
な

い
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
よ

う
と
考
え
ま
し
た
。
現
在
は
、

ア
ト
ピ
ー
や
敏
感
肌
の
人
で
も

安
心
し
て
髪
を
洗
う
こ
と
の
で

き
る
シ
ャ
ン
プ
ー
や
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
を
市
内
で
初
め
て
取
り

扱
っ
た
り
、
県
内
で
も
数
店
舗

し
か
導
入
し
て
い
な
い
デ
ト
ッ

ク
ス
効
果
の
あ
る
「
バ
イ
オ
ス

パ
」
と
い
う
最
新
の
ヘ
ッ
ド
ス

パ
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
、
御

前
崎
か
ら
オ
シ
ャ
レ
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　
清
水
さ
ん
は
、
自
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
「
田
舎
だ
か
ら
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と

を
す
れ
ば
目
立
つ
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
御
前
崎
で
や
り
た
い
仕

事
や
モ
ノ
で
挑
戦
し
て
み
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
」
と
若
者
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
す
。

田舎だからこそチャンス
スキルを生かして挑戦

　
清
水
食
堂
を
経
営
す
る
清
水

康
年
さ
ん
は
、
池
新
田
地
区
出

身
で
す
。
実
家
が
美
容
院
を
営

ん
で
お
り
、
い
ず
れ
は
地
元
に

戻
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
東
京
の

美
容
師
専
門
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
勉
強
を
す
る

な
か
で
「
美
容
師
の
仕
事
は
自

分
に
合
わ
な
い
」
と
思
い
、
群

馬
県
で
農
業
に
従
事
し
た
り
、

東
京
都
で
カ
フ
ェ
の
店
員
と
し

て
働
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
実
家
に
戻
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
清
水
さ
ん
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重

な
り
２
０
１
１
年
に
Ｕ
タ
ー
ン

を
決
意
。
そ
の
後
、
目
標
と
し

て
い
た
飲
食
店
の
経
営
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

　
御
前
崎
に
戻
っ
て
み
て
、
あ

ら
た
め
て
地
元
の
暮
ら
し
や
す

さ
や
環
境
の
良
さ
を
実
感
し
た

と
い
う
清
水
さ
ん
。
御
前
崎
の

魅
力
を
「
こ
ん
な
に
自
然
が
豊

か
で
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
場

所
は
な
い
。
こ
の
何
も
な
い
と

こ
ろ
も
い
い
ん
で
す
よ
」
と
笑

顔
で
外
を
見
渡
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
一
度
地
元
か
ら
離

れ
て
み
て
、
首
都
圏
に
出
な
く

て
も
好
き
な
こ
と
を
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
気
づ
き
ま

し
た
。
そ
う
考
え
る
と
都
会
へ

出
て
み
る
こ
と
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。若
い
人
た
ち
は
、

こ
の
ま
ち
で
や
り
た
い
こ
と
や

頭
に
思
い
つ
い
た
こ
と
を
ど
ん

ど
ん
や
っ
て
み
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
御
前
崎
に
は
、
そ
れ

を
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
」

と
提
言
し
ま
す
。

　
自
身
も
や
り
た
い
こ
と
を
実

践
し
て
い
る
途
中
だ
と
い
う
清

水
さ
ん
。
今
後
は
「
自
分
が
育

て
た
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提

供
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

好きなことをして暮らすのは
首都圏じゃなくてもできる

Uターン
清水康年さん
飲食店経営

Uターン
清水啓吾さん
理容店経営
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千
葉
県
出
身
の
田
中
善
通
さ

ん
は
高
校
生
の
時
に
サ
ー
フ
ィ

ン
に
魅
せ
ら
れ
て
以
来
、
就
職

後
も
サ
ー
フ
ィ
ン
漬
け
の
生
活

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
卒

業
後
は
、
東
京
都
に
あ
る
商
社

で
３
年
間
勤
務
。
途
中
、
父
親

が
編
集
者
だ
っ
た
こ
と
も
影
響

し
、
サ
ー
フ
ィ
ン
雑
誌
を
発
行

す
る
会
社
へ
転
職
し
ま
す
。
２

年
後
に
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
転

向
。
日
本
全
国
や
世
界
各
地
で

取
材
を
す
る
中
で
、
御
前
崎
の

海
に
出
会
い
、魅
了
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
は
頻
繁
に
御
前
崎
へ
通

う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
移

住
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
何
度
も
足
を

運
び
こ
の
土
地
へ
移
住
を
決
め

ま
し
た
が
、
生
活
を
し
て
み
て

さ
ら
に
好
き
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　
「
野
菜
を
分
け
て
く
れ
る
近

所
の
人
や
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で

困
っ
て
い
る
と
重
機
を
運
ん
で

き
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い

る
な
ど
、
都
会
に
は
な
い
人
の

温
か
さ
が
こ
の
ま
ち
に
は
あ
り

ま
し
た
」

　
田
中
さ
ん
は
現
在
、
浜
松
市

内
の
製
薬
会
社
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
通
勤
時
間
は
車
で
約
１

時
間
で
す
が
苦
に
な
ら
な
い
と

い
い
ま
す
。「
東
京
で
働
い
て

い
た
頃
は
満
員
電
車
で
通
勤
し

て
い
ま
し
た
。
今
の
方
が
よ
っ

ぽ
ど
快
適
で
す
。
電
車
が
な
く

て
も
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
。
何

よ
り
都
会
に
は
な
い
充
実
し
た

暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。
都
会
の

暮
ら
し
よ
り
や
り
た
い
こ
と
を

思
う
存
分
で
き
る
環
境
の
方
が

魅
力
で
す
よ
」
と
御
前
崎
で
の

暮
ら
し
を
推
奨
し
ま
す
。

たった１時間の通勤時間
充実した暮らしの方が魅力的Ｉターン

田中善通さん
会社員

　
栗
本
め
ぐ
み
さ
ん
は
、
静
岡

市
出
身
で
高
校
生
の
頃
か
ら「
農

業
を
や
り
た
い
」
と
い
う
夢
が

あ
り
、
東
京
の
農
業
大
学
へ
進

学
し
ま
し
た
。そ
の
後
８
年
間
、

東
京
の
青
果
物
卸
売
会
社
や
食

品
商
社
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や

リ
ス
ク
管
理
な
ど
数
字
へ
の
考

え
方
や
知
識
を
養
い
ま
し
た
。

そ
し
て
32
歳
の
時
、
静
岡
県
内

で
自
立
就
農
を
目
指
す
人
を
支

援
す
る
「
が
ん
ば
る
新
農
業
人

支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
合
戸

で
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
本
市
を
選
ん
だ
理
由
は
、
日

照
時
間
が
日
本
一
長
い
と
い
う

こ
と
や
土
地
の
借
り
入
れ
の
価

格
が
高
く
な
い
こ
と
、
水
の
利

用
に
困
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
と

い
う
栗
本
さ
ん
。「
御
前
崎
は

施
設
栽
培
を
す
る
に
は
最
高
の

場
所
だ
と
思
い
ま
す
」
と
太
鼓

判
を
押
し
ま
す
。

　

栗
本
さ
ん
は
起
業
す
る
際
、

農
家
に
は
自
由
な
時
間
が
少
な

い
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
農
業
を

創
り
上
げ
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
イ
チ
ゴ
農

家
は
収
穫
期
間
中
に
海
外
旅
行

に
い
け
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
自
ら
設
定
。
仕
事
を
効
率

化
さ
せ
た
こ
と
で
、
繁
忙
期
の

１
月
下
旬
に
夫
婦
そ
ろ
っ
て
韓

国
旅
行
に
出
掛
け
る
こ
と
も
で

き
た
と
い
い
ま
す
。

　
夢
だ
っ
た
農
家
と
な
り
、
現

在
の
生
活
で
感
じ
る
ス
ト
レ
ス

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
10
分

の
１
だ
と
話
す
栗
本
さ
ん
。
今

後
は
、
農
業
に
や
り
が
い
や
幸

福
感
を
感
じ
る
経
営
者
を
増
や

し
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

農業するには最適地
夢をつかむための土壌があるＩターン

栗本めぐみさん
イチゴ農家

　
松
林
嗣
也
さ
ん
は
、
御
前
崎

で
生
ま
れ
育
ち
、
一
度
は
進
学

の
た
め
に
県
外
へ
出
た
も
の
の

地
元
に
帰
っ
て
き
て
金
融
関
係

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
学
に
進
学
し
た
時
も
卒

業
後
は
御
前
崎
へ
帰
っ
て
く
る

つ
も
り
で
し
た
。
当
然
の
よ
う

に
地
元
は
好
き
だ
し
、
長
男
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
ず
れ
は

家
を
守
っ
て
い
く
も
の
だ
と
考

え
て
い
た
ん
で
す
」

　
27
歳
の
時
に
結
婚
し
、
２
人

の
子
宝
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た

毎
日
を
送
る
松
林
さ
ん
。
現
在

の
暮
ら
し
を
振
り
返
り
「
地
元

に
住
ん
で
い
る
こ
と
で
、
消
防

団
や
祭
り
、
仕
事
関
係
の
人
と

の
つ
な
が
り
が
と
て
も
増
え
ま

し
た
。
違
う
年
齢
層
の
人
と
も

仲
良
く
な
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
仕
事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

地
元
に
戻
っ
て
き
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
人
の
子
ど
も
を

育
て
る
松
林
さ
ん
は
、「
こ
の

ま
ち
は
自
然
は
豊
か
だ
し
、
子

育
て
支
援
策
だ
っ
て
他
の
ま
ち

よ
り
充
実
し
て
い
る
」
と
御
前

崎
は
子
育
て
す
る
に
も
良
い
環

境
だ
と
話
し
ま
す
。

　
休
日
は
、
家
族
団
ら
ん
や
趣

味
の
ほ
か
、
消
防
団
活
動
や
地

元
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る
松

林
さ
ん
。
地
元
か
ら
離
れ
て
暮

ら
す
人
に
対
し
て
い
つ
か
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
と
い
い
ま
す
。

「
若
い
人
た
ち
が
少
な
い
と
ま

ち
に
活
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
た

く
さ
ん
の
人
に
御
前
崎
で
暮
ら

す
選
択
を
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
す
。

御前崎という選択で良かった
仕事も私生活も満足している松林嗣也さん

会社員

Uターン

　
金
井
泰
士
さ
ん
は
静
岡
市
出

身
。
大
学
卒
業
後
は
、
東
京
都

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
時
、
周
囲
を
見
渡
す

と
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
る
人
の

ほ
と
ん
ど
は
、
時
間
に
関
係
な

く
仕
事
を
し
て
お
り
、
同
じ
よ

う
に
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
体

を
壊
す
の
で
は
な
い
か
と
不
安

を
抱
い
た
と
い
い
ま
す
。
も
と

も
と
「
い
つ
か
は
起
業
を
し
た

い
」
と
考
え
て
い
た
金
井
さ
ん

は
、
今
年
１
月
に
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
へ
転
向
。
本
業
の
傍
ら
、
10

月
か
ら
は
本
市
初
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
も
活
動
し
、

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
て
効
果
的
に

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
全
国

に
届
け
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
仕
事
を

し
て
き
た
金
井
さ
ん
は
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
パ
ソ
コ

ン
が
あ
れ
ば
、
成
り
立
つ
仕
事

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
会
社

に
出
勤
し
な
く
て
も
自
宅
で
仕

事
が
で
き
る
な
ど
仕
事
の
仕
方

も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

取
引
先
か
ら
企
画
書
や
設
計
図

を
メ
ー
ル
で
送
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
を
使
っ
た

ネ
ッ
ト
会
議
で
構
成
を
固
め
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
移

動
時
間
や
労
力
の
軽
減
に
も
な

り
便
利
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る

だ
ろ
う
若
者
の
働
き
方
を
踏
ま

え
、「
御
前
崎
は
新
し
い
こ
と

を
始
め
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の

場
所
。
首
都
圏
と
比
べ
る
と
競

争
が
少
な
い
た
め
多
く
の
分
野

で
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
れ
る
と
思

い
ま
す
」
と
若
者
た
ち
へ
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

パソコンとネットがあれば
自宅で仕事ができる職種もある金井泰士さん

地域おこし協力隊

Ｉターン
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いろんな制度で就職や暮らしを支援します
御前崎市は、起業や就職、定住、子どもを安心して生み育てる
ための支援制度が充実しています。その一部を紹介します。

起業や就農をサポート

移
住
や
定
住
を

支
援
す
る

　
池
新
田
高
校
で
は
、
約
半
数

が
進
学
、
近
隣
の
高
校
は
７
～

９
割
以
上
が
進
学
し
ま
す
。
一

方
、
子
ど
も
た
ち
は
進
学
先
を

卒
業
後
、
再
び
地
元
へ
帰
っ
て

く
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
や
り
た
い
仕
事
を

求
め
転
出
し
た
人
を
含
め
、「
出

て
行
っ
た
ほ
ど
帰
っ
て
こ
な

い
」
の
が
現
状
で
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、

地
域
産
業
の
衰
退
や
財
政
規
模

の
縮
小
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
機
能
低
下
に
つ
な
が
る
重
要

な
問
題
で
す
。
本
市
で
は
若
い

年
齢
層
を
メ
ー
ン
に
御
前
崎
に

残
っ
て
も
ら
う
、
帰
っ
て
き
て

も
ら
う
、
移
り
住
ん
で
も
ら
う

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
に
対
し
て
は
、
市
内

の
企
業
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

「
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
池
新
田

▲企業セミナー
地元にどんな企業があるのかを
知ってもらうために開催

市
で
は
、
移
住
定
住
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

担
当
す
る
企
画
政
策
課
の
石
垣
伸
博
経
営
戦
略
監
に
そ
の
内
容
を
聞
く

高
校
と
協
力
し
て
実
施
。
地
元

企
業
の
魅
力
を
生
徒
に
知
っ
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
元
を
離
れ
た
人
や
移
住
を

考
え
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、

首
都
圏
で
「
移
住
相
談
会
」
を

開
い
た
り
、
若
者
が
見
る
動
画

サ
イ
ト
へ
「
移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
」

を
ア
ッ
プ
し
た
り
し
て
、
少
し

で
も
迷
っ
て
い
る
人
の
背
中
を

後
押
し
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
他
市
よ
り
手

厚
い
支
援
制
度
も
あ
り
ま
す
。

移
住
定
住
を
支
援
す
る「
移
住・

就
業
支
援
事
業
補
助
金
」や「
定

住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金
」、

起
業
を
支
援
す
る
「
商
工
業
振

興
資
金
利
子
補
給
」
な
ど
が
そ

う
で
す
。
子
育
て
支
援
に
も
他

市
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
若
い
世
代

の
人
た
ち
が
増
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
実
施
、
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
こ
う
し
た
制
度
を

身
内
や
知
り
合
い
に
広
め
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
金
融
関
係
者
の
人
か

ら
、
本
市
周
辺
は
製
造
業
の
割

合
が
高
く
、
高
校
生
の
求
人
は

多
い
反
面
、
大
学
生
の
求
人
は

少
な
い
傾
向
に
あ
る
と
伺
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
女
性
の
一
般
事

務
職
の
求
人
も
少
な
く
、
結
果

と
し
て
、
若
い
女
性
が
都
市
部

へ
流
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
本

市
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
若
者
の
働
く
場
の
創
出
に

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

石垣伸博経営戦略監

オ
ー
ル
御
前
崎
で

若
い
世
代
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

▶移住・就業支援事業補助金
【補助金】　世帯100万円、単身60万円
　起業の場合は最大300万円

【対象】　①次のいずれかに該当する人
　・５年以上東京23区に在住している人
　・５年以上東京圏に在住し、東京23区に通勤
　　していた人
　②静岡県が、マッチングサイトに移住・就業支
　　援事業補助金の対象として掲載する求人に新
　　規就業した人、または静岡県の起業支援金の
　　交付決定を受けた人

▶商工業振興資金利子補給
【利子補給金】　対象融資額の利子10分の3以内の額
【補給限度額および期間】　限度額は融資額5千万円
　補給期間は、借り受け後５年以内

【対象】　市内に在住し事業を営んでおり、御前崎
　市商工会員で、次に該当する融資制度により借
　り受けた設備資金のうち市長が認めたもの
　（1）　政府関係金融機関融資制度
　（2）　県融資制度
　（3）　民間金融機関融資制度

▶がんばる新農業人支援事業、青年等就農資金
　農業次世代人材投資事業
　農業技術や経営ノウハウを習得する研修制度や
　認定新規就農者には無利子での融資、経営開始
　から５年間、年間最大150万円の補助を受ける
　こともできる

▶定住促進住宅取得補助金
【交付金額】　住宅の取得金額の10分の１の金額
　（併用住宅は居住部分の金額）上限50万円まで

【加算】　①市内建築業者と契約している場合
　（新築か建売住宅）…30万円
　②市外からの転入者…10万円
　③18歳未満の子どもがいる場合…10万円

【対象】　・市外から転入してきて住宅を取得した人
　・市内居住者でアパート、市営住宅等に住んで
　　いて住宅を取得した人
　・市内で親と同居していて住宅を取得した人
　　（前住宅から世帯員が変わらない場合は対象外）
　※その他にも対象あり

【要件】　班への加入、市税の滞納がないこと、５
　年以上居住すること

▶出産奨励金支給事業
【支給額】　第２子10万円、第３子以降１人30万円
【対象】　第２子以上の子を出産された母親で、出
　産の日まで１年以上御前崎市へ住民登録され、
　今後も引き続き御前崎市へ居住する人

▶ママ安心タクシー助成事業
【支給額】　対象者１人あたり１万円を支給
【対象】　市内に居住する妊産婦

▶給食費無償化
来年度より保育園、認定こども園、幼稚園、小学
校、中学校までの児童生徒の食材料費を無償化

暮らしと子育て支援

▶ UMICO
シティプロモーションサイト
御前崎で暮らす人たちのライフ
スタイルが掲載されています。

UMICO 移住ＰＲ動画

▶移住ＰＲ動画（YouTube）
本紙８ページでも紹介している
田中善通さんの移住後の声を動
画で紹介しています。 ▲移住セミナー

地方のまちがそれぞれの魅力を
首都圏の人に伝える場に参加

▲移住相談会
本市への移住に興味を持った人
へ具体的な説明をする ▲ＰＲ冊子の製作
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私たちもサポートします。

　
東
京
都
に
あ
る
静
岡
県
移
住

相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
静
岡
へ
の

移
住
に
関
心
の
あ
る
人
の
相
談

に
応
じ
る
宮
嶋
さ
ん
は
、「
御

前
崎
に
住
み
た
い
と
考
え
る
人

は
便
利
さ
を
追
求
し
て
は
い
ま

せ
ん
。
人
の
温
か
さ
や
自
然
の

豊
か
さ
を
肌
で
感
じ
て
、
御
前

崎
を
好
き
に
な
っ
た
人
が
多
い

で
す
」
と
本
市
へ
の
移
住
希
望

者
の
傾
向
を
話
し
ま
す
。
さ
ら

に
、「
御
前
崎
市
は
職
種
も
少

な
い
わ
け
で
は
な
く
、
製
造
業

を
は
じ
め
農
業
や
漁
業
と
い
っ

た
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特

徴
も
あ
る
」
と
続
け
ま
す
。

　
一
方
で
、
本
市
は
事
務
職
が

少
な
く
、
未
婚
の
若
い
女
性
が

移
住
し
づ
ら
い
と
い
う
課
題
も

あ
る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
育
て
支
援
や
教
育
が
充
実
し

て
お
り
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に

も
入
り
や
す
い
た
め
、
結
婚
後

の
環
境
は
と
て
も
強
み
に
な
る

要
素
だ
と
話
し
ま
す
。

　
宮
嶋
さ
ん
は
「
そ
の
人
の
希

望
す
る
「
働
き
方
」
や
「
暮
ら

し
方
」
の
実
現
に
向
け
、
新
た

な
生
活
に
向
け
た
第
一
歩
を
一

緒
に
考
え
ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
や

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
か
ら
の
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
呼
び
掛
け
ま
す
。

希望のライフスタイルに応じ
一緒に考え応援します

宮嶋 千恵美さん
静岡県移住相談センター
首都圏在住者で静岡への移住
に関心のある人の相談にのる
移住相談員。仕事や新生活に
向けたサポートをしている。

　
畑
さ
ん
は
牧
之
原
市
の
相
良

出
身
で
、
大
学
の
卒
業
と
と
も

に
東
京
都
や
愛
知
県
豊
橋
市
で

仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
家
庭
の

事
情
も
あ
り
、
40
歳
を
機
に
実

家
へ
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き

自
身
が
仕
事
を
探
す
際
に
人
材

紹
介
会
社
を
利
用
し
た
経
験
を

他
の
人
の
役
に
も
立
て
ら
れ
た

ら
と
考
え
、
現
在
の
職
に
就
い

た
と
い
い
ま
す
。

　
現
在
の
就
職
活
動
に
お
け
る

ツ
ー
ル
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

必
要
不
可
欠
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

情
報
を
入
手
し
ま
す
。
畑
さ
ん

は
「
移
住
を
希
望
す
る
人
の
ほ

と
ん
ど
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
入

手
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
企
業

が
求
人
内
容
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
情
報

サ
イ
ト
に
掲
載
す
れ
ば
転
職
を

考
え
て
い
る
人
の
目
に
留
ま
る

可
能
性
が
増
え
、
若
者
や
移
住

者
の
市
内
就
職
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、「
弊
社
で
は
、
県
西
部

の
求
人
情
報
を
た
く
さ
ん
扱
っ

て
お
り
、
御
前
崎
市
か
ら
通
勤

で
き
る
西
部
地
域
の
求
人
情
報

も
保
有
し
て
い
ま
す
。
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

西部地域での求人情報は多数
全力でサポートします

畑　洋文さん
ヤマハ発動機ビズパートナー
静岡県移住相談センターとも
連携し、主に県内西部の求人
情報を紹介する。牧之原市出
身。自身も Uターン者。

　
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
し
た

人
た
ち
が
共
通
し
て
感
じ
て
い

た
こ
と
は
「
こ
の
ま
ち
に
は
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
夢
を

実
現
で
き
る
土
壌
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
。若
い
人
た
ち
に
は
、

そ
ん
な
魅
力
が
御
前
崎
に
は
あ

る
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て

お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
華
や
か
で
、
オ
シ
ャ
レ
に
映

る
都
会
で
の
暮
ら
し
へ
の
憧
れ

は
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て
は
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
で

止
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
な
ら
ば
、
本
号
で

取
材
し
た
松
林
良
徳
さ
ん
の
考

え
「
ま
ず
は
都
会
で
と
こ
と
ん

成
長
し
て
も
ら
い
、
い
ず
れ
は

こ
の
地
域
で
花
を
咲
か
せ
て
も

ら
う
」
と
い
う
応
援
の
仕
方
が

御
前
崎
で
は
最
適
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
若
者
は
ま
ち
の
原
動
力
と
な

る
必
要
不
可
欠
な
宝
で
す
。
地

元
に
い
る
私
た
ち
に
必
要
な
こ

と
は
、
若
者
た
ち
が
い
つ
で
も

戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
情
報
発
信
や
就
職
の
受

け
皿
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。

地
域
や
行
政
、
企
業
が
一
体
と

な
っ
て
若
者
た
ち
を
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　伊村敬祐さんと望さん夫婦は、２人とも U ターン。敬祐さんは千葉県や神奈川県で、
望さんはオーストラリアで働いていました。
　海外で暮らしていた望さんは「海外の暮らしも充実していましたが、海外より日本、
日本の中でも生まれ育った御前崎の暮らしが一番ですね。親や友人、家族に囲まれた
暮らしは楽しいしとても幸せです。今後も海外生活で得た国際感覚を子育てや生活に
生かしていきたいです」と笑顔で話します。

Uターン

会社員

伊村敬祐・望さん

▲同社のホームページ
　職種や働き方などから求人情報
　を探すことができる

▲県の移住定住サイト（ゆとりすと静岡）
　県内移住者の声や同センター開
　催の相談会情報が掲載される

13 OMAEZAKI OMAEZAKI 12



こころの相談窓口【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:00
御前崎支所3階

６か月健康相談（R1.7月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階
HIV・梅毒・B・C型肝炎検査【要予約】
☎0538�2253/9:30～11:00
中遠総合庁舎西館１階

2歳6か月児歯科検診（Ｈ29.6月生）
受付13:00～13:10市役所西館３階
障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

こどもの健康相談
受付９:00～10:00市役所西館３階
一日ハローワーク
13:30～15:30/ 研修センター２階
HIV・梅毒・B・C型肝炎検査【要予約】
☎0538�2253/18:00～19:30
中遠総合庁舎西館１階

3歳児健康診査（H28.12月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

２か月児健康相談（Ｒ1.11月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階

榛○ 
酒井内科医院（内・消）
牧之原市地頭方1丁目153-2
☎0548�1100

榛○
サガラ眼科（眼）
牧之原市大沢1-29　
☎0548�2222

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室

榛○
座光寺医院（内・小・消内）
御前崎市白羽5243-3
☎0548�3206

ひきこもり・不登校相談
13:30～16:30/ 浜岡福祉会館

【予約可】☎0548�5294

榛○
永尾内科循環器科医院（内・循）
御前崎市御前崎54-9
☎0548�6611

榛○
中村医院耳鼻咽喉科歯科（耳）
牧之原市波津２丁目117
☎0548�0434

榛○
藤本クリニック（内・循）
牧之原市細江4436-1
☎0548�1200

榛○
石井内科皮膚科医院（内・小）
牧之原市静波248
☎0548�0013

２歳児歯科検診（H29.12月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

1歳6か月児健康診査（H30.6月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

1歳児健康相談（H30.12月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室
すみれ相談（自死遺族の相談）

【要予約】☎054（286）9245
13:00～16:00
静岡県精神保健福祉センター

弁護士相談
13:00～15:00/ 浜岡福祉会館
☎0537�8066

弁護士司法書士心配ごと相談
☎0548�5294/13:00～15:00
ふれあい福祉センターなごみ

榛○
藤本クリニック（内・循）
牧之原市細江4436-1
☎0548�1200

榛○
石井内科皮膚科医院（内・小）
牧之原市静波248
☎0548�0013

榛○
渡辺内科医院（内・小）
牧之原市大沢329-1
☎0548�5232

榛○
あかほりクリニック（産婦・女内・内・小）
牧之原市片浜873-2
☎0548�5555
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●高齢者の介護・認知症に
　関する相談と問い合わせ
高齢者支援課 地域包括支援センター
☎0537�1167

●消費生活相談
9：00～17：00
月～金曜日〔祝日を除く〕
商工観光課

●母子手帳の交付　▶市役所西館
毎週火曜日　9：00～11：00
毎週木曜日　13：00～15：00
前日までに要電話予約
詳しくは☎0537�6666まで

平日夜間、日曜・祝日の急患診療
▶小笠掛川急患診療所

☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

    受付時間 19:00～21：30（平日）
　　　　　  ９:00～16：30
� （日・祝・12/30～1/3）

日曜・祝日の急患診療
▶ 榛○榛原医師会
　診療時間 9：00～17：00（日・祝）
　当番医はカレンダー内に記載

◎日曜・祝日・夜間診療については、
ご連絡の上、受診してください。

休日歯科診療
▶小笠掛川急患診療所
☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

　受付時間 9：00～11：30（日曜・祝日）

先負

仏滅

大安

赤口

友引

仏滅

大安

赤口

先勝

先負

大安	

赤口

先勝

友引

仏滅

赤口	

先勝

友引

先負

大安

先勝	

友引

先負

仏滅

赤口

友引	

先負

仏滅

大安

先勝

先負

仏滅

大安

先勝

友引

Thu Fri SatSun Mon Tue Wed

ゴミ収集日 東町・本町 
早苗町 中町・大山 門屋

塩原・合戸 佐　倉 比木・新野 
朝比奈

上岬・下岬 
大山・西側

女岩・広沢 
新谷・薄原

中原・白羽 
白浜・新神子

可 燃 物 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
金 物 7 21 14 ー 17 8 15 ー
ガ ラ ス 14 7 21 10 ー 15 ー 8
ペ ッ ト ボ ト ル 21 14 7 17 10 ー 8 15

ビニール・
プラスチック類

プラマーク
あ　 り 金曜日（第２を除く） 水曜日（第２を除く） 月曜日（第２を除く）
プラマーク
な 　し 10 10 10 8 8 13 13 13

陶 磁 器 ー ー ー ー ー ー ー ー

市・県民税（第４期）� １月31日
国民健康保険税（第７期）�１月31日
※後期高齢者医療保険料（第６期）�
� １月31日
※はコンビニ払い不可
佐倉・比木・朝比奈・新野・御前崎・白羽・
港地区の上下水道料� １月31日

今月の納期
（コンビニで納付できます）
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鳥羽嘉平さんの長寿を祝う
元気の源は「人との交流」

上朝比奈区の鳥羽嘉平さんが、10月14日に100
歳を迎え栁澤市長が祝い状や花束を贈り長寿を祝い
ました。
大勢の人と交流し、話をすることが元気の源とい
う嘉平さん。冗談を言って人を笑わせることが得意
で、近所の人からも慕われています。市長は「とて
もお話が上手ですね。これからも長生きしてくださ
い」と話しました。

地域に病院を知ってもらう
第11回病院祭が10月26日、市立御前崎総合病院
で開催されました。テーマは「ふれ愛ささえ愛」。
健康への意識を高めてもらうために開催する健康
講座では、公立森町病院の中村昌樹院長が「地域包
括ケアシステムと訪問診療～地域の必要に答えるた
めに～」と題して講演をしました。コスモスコンサー
トも実施され、市少年少女合唱団が８曲を披露。会
場はきれいな歌声で包まれました。

笑顔があふれた第11回病院祭

本市の防災力と防災意識を高めることを目的に
「令和元年度御前崎市防災講演会」が11月７日、市
民会館で開催されました。
講師は静岡大学教育学部・同防災総合センターの
池田恵子教授。災害時の避難所生活に女性視点を取
り入れることや、男女共同による防災を目指すこと
の重要性を伝えました。受講者は、今後の防災活動
に役立てようと真剣に耳を傾けていました。

男女共同による防災目指す
地域での防災活動の活性化促す

地域住民や家族と親睦図る
消防団活動に理解と協力を

市消防団員互助会が主催した「第15回御前崎市消
防団消防祭」が11月３日、浜岡福祉会館で開かれま
した。ビンゴ大会や消防車両の乗車体験が実施され
たほか、各分団が催したやきそばやチョコバナナ、
お菓子のつかみ取りなどの13のお店が並びました。
山本光人団長は「われわれの活動は、ご家族や地
域の人々の協力を必要としています。今後もよろし
くお願いします」と話しました。

市民の一人一人が観光大使
みんなで御前崎の未来を考える

市民会館で11月10日、ＯＭＡＥＺＡＫＩシアワ
セミライカイギ主催でシティプロモーション市民講
演会が開催されました。パーソナリティーとして
k-mix の高橋正純さんを迎え、第１部はシアワセミ
ライカイギのメンバー４人と、第２部は市観光大使
第１号の飯塚翔太さんと本市の魅力について語りま
した。参加者は、このまちが持つさまざまな「豊かさ」
をあらためて見つめ直す良い機会となりました。

剣道交流大会県代表に選出
松下秀夫さんと鈴木義美さんこれからも長生きしてください大澤ちゑさんの長寿を祝う

西側区の大澤ちゑさんが、11月13日に100歳を迎
え栁澤市長が祝い状や花束を贈り長寿を祝いました。
普段はテレビでスポーツ番組を観ることが多いと
いうちゑさん。特に野球と相撲観戦が好きで、好き
な選手は原辰徳監督と貴景勝関。試合で負けそうに
なると、応援にもつい力が入ってしまうそうです。
市長は「おめでとうございます。これからも長生
きしてください」と祝福しました。

ハラスメントのない職場を
女性活躍推進セミナーが11月12日、市研修セン
ターで開催されました。講師は、一般社団法人女性
労働協会女性就業支援専門員の井上明美さん。参加
者は、職場内外で発生しているさまざまなハラスメ
ントの現状と、ハラスメントのない職場づくりを学
びました。井上さんは「加害者をつくらない職場づ
くりを目指しましょう。加害者も被害者も大事な社
員です」と伝えました。

加害者をつくらない環境づくり

「ねんりんピック紀の国わかやま2019」の剣道交
流大会へ静岡県代表として参加する松下秀夫さんと
鈴木義美さんが11月６日、栁澤市長を表敬訪問し
ました。４月に開かれた「第30回静岡県すこやか長
寿祭スポーツ・文化交流大会」で、松下さんが70歳
以上の部、鈴木さんが60歳以上65歳未満の部でそ
れぞれ優勝し、県の団体戦メンバーに選出されまし
た。２人は「優勝目指して頑張りたい」と話しました。
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

第５回アスパル手づくり絵本コンクールの表彰式が
市立図書館アスパルで開かれ各部門の受賞者が参加し
ました。市内の受賞者は次のとおり。【市長賞】山本真
暖（白羽小２年）、白旗鴻介（浜岡北小６年）、増田埜愛
（御前崎中１年）【教育長賞】中山唯花（第一小１年）、森
梗華（白羽小５年）【アスパル賞】河原﨑歩（塩原）

手づくり絵本に表れる思い

◀授与された賞状を手にする受賞者

11/10

「第５回御前崎クエスト2019」の小学生プログラム
として、白羽公民館で干物づくりが実施され、32人が
参加しました。魚のさばき方を学んだ児童は、「魚にも
人間と同じように骨や内臓などがあった。上手に切る
ことができなかったけど、正しいさばき方を学ぶこと
ができた。家でも挑戦してみたい」と話しました。

豊かな自然と文化を学んだ

◀自分自身で魚をさばくことで命や食の大切さも学んだ

10/26

農園スタッフが育てたサツマイモと落花生を、事前
登録したオーナーが自らの手で収穫できる体験イベン
ト「農園祭り」が、七ツ山砂地観光農園で開かれました。
子どもから大人まで約900人が体験。参加者は「とて
もおいしいサツマイモが採れるので、毎年楽しみにし
ています」とほほ笑みました。

大きいサツマイモはどこ？

◀大きなサツマイモを探す親子

10/20

◀高齢者に優しいまちづくりを学ぶため講師の説明を聞く生徒

10/24

認知症サポーター養成講座が、浜岡中学校１年生155
人を対象に同校で開催されました。
講師を務めたのは、認知症キャラバンメイトの横田
絹代さんら３人。講座を受けた伊藤はるかさん（新野
西）は「サポーターとしての自覚をもって、優しく、分
かりやすく高齢者と接していきたい」と話しました。

認知症について勉強しよう

第15回御前崎市文化祭が市民会館や図書館アスパル
など市内各所で開催され、芸能発表や作品展示、囲碁
や将棋の大会などさまざまな催しが実施されました。
会場では、日ごろ積み重ねてきた練習の成果や心の
込もった作品などが展示され、見学者は文化の秋を満
喫しました。

市民で盛り上げた文化の秋 10/29～11/16

浜岡北小学校が、令和元年度「読書県しずおか」づく
り優秀実践校に選ばれ、静岡県図書館大会の席上で表
彰されました。同校では、学校図書、教職員、児童、
ボランティアが連携を深め、読書目標を設定した読書
活動や図書委員が中心となったイベントの開催によっ
て、読書が習慣化されています。

浜岡北小が読書推進で表彰

◀図書館を利用した調べ学習も活発に取り組んでいる

11/18

ダンスや音楽、そして飲食グルメなど市民が楽しめ
る場を提供することを目的としたハロウィーンイベン
トが市商工会周辺で開催されました。イベントには約
1500人が参加。市商工会の齋田和輝さんは「来場者や
出店者、スタッフなど参加者全員が楽しむことができ
て良かった」と喜びを語りました。

子どもたちの思い出つくる

◀参加者全員がハロウィーンを満喫した

10/26

地域住民の健康増進や明るいまちづくりを目的とし
た「令和元年度高松地区体育大会」が、高松公民館グラ
ウンドで開催されました。参加者は大縄跳びや棒引き、
障害物競走など16の種目で競いました。門屋、塩原、
合戸の町内会からおよそ450人が参加し、スポーツを
通じて交流を深めました。

交流深め明るい地区づくり

◀子どもから大人まで集まって競技を楽しんだ

10/27

◀日々積み重ねてきた練習の成果を発揮した参加者
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照　会　教育総務課　☎０５３７�８７３３

Our Future
夢と希望が輝く中学校へ

※「キラリの再発見」はしばらくの間お休みさせていただきます

文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

原
子
力
災
害
対
策
の
充
実
に
向
け
て

浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対
策
協
議
会
が
国
へ
要
請

　
市
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
重

大
事
故
な
ど
に
備
え
、「
原
子
力

災
害
広
域
避
難
計
画
」
を
策
定
し

原
子
力
災
害
へ
の
対
策
強
化
・
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、
主
要
な
避
難
路
や
緊
急

輸
送
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

は
じ
め
、
避
難
手
段
の
確
保
や
原

子
力
防
災
対
策
へ
の
財
政
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
御
前
崎
市
以

外
も
同
様
で
あ
り
、
早
期
解
決
の

た
め
に
は
周
辺
市
町
が
一
体
と

な
っ
て
政
府
へ
の
要
請
を
強
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
市
と
周
辺

3
市
で
構
成
す
る
浜
岡
原
子
力
発

電
所
安
全
等
対
策
協
議
会（
通
称：

4
市
対
協
）
は
10
月
15
日
、
内
閣

府
大
臣
と
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
、
原
子
力
災
害
対
策
に
関
す
る

要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
請
を
受
け
、
石
原
内
閣

副
大
臣
は
「
全
力
を
挙
げ
て
避
難

計
画
を
応
援
し
て
い
く
」、
青
木

国
土
交
通
副
大
臣
は
「
一
日
も
早

く
道
路
と
防
潮
堤
の
整
備
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
し
た
。

vol. ４　サブアリーナ

▲�国土交通省への要請

文／サム・マクブラットニィ　絵／サム・アッシャー　訳／吉上恭太

幸
せ
は
喜
び
の
中
に
も
哀
し
み
の
中
に
も�

増
田　

葉
子

熱
い
地
球　

水
の
怒
り
押
し
寄
せ
て�

増
田　

葉
子

一
夜
花　

気
づ
か
れ
な
い
で
拗
ね
て
る
朝�

山
本　

英
子

ふ
る
里
の
名　

台
風
被
害
で
愛
お
し
む�

山
本　

英
子

頭
の
中
が
池　

水
引
く
の
を
待
つ�

中
嶋
み
ど
り

天
災
に
は
勝
て
な
い
弱
い
人
間
で
す�

中
嶋
み
ど
り

ロ
ボ
ッ
ト
と
話
す　

私
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
っ
て
笑
う�

中
嶋
み
ど
り

百
歳
の
叔
母
に
励
ま
さ
れ
た
敬
老
の
日�

栗
林　

純
子

遠
回
り
し
て
見
つ
け
た
答
え
そ
れ
で
良
い�

栗
林　

純
子

何
事
も
不
自
由
味
わ
っ
て
知
る
感
謝�

栗
林　

純
子

戦
没
者
へ
の
読
経　

蝉
炎
天
を
突
き
抜
く�

増
森
き
く
江

拝
む
こ
と
多
く
な
っ
て　

皺
の
手
の
中�

増
森
き
く
江

亡
夫
の
ス
ニ
ー
カ
ー　

今
も
玄
関
の
一
等
席�

小
野
田
重
代

花
の
表
情
に
さ
と
ら
れ
顔
を
作
り
直
す�

小
野
田
重
代

ス
イ
カ
割
る　

隠
し
た
思
い
出
跳
び
出
し
た�

長
尾
美
喜
子

校
舎
解
体　

焼
き
つ
い
た
思
い
出
崩
れ
て
い
く�

長
尾
美
喜
子

母
の
背
中
洗
う　

我
が
老
い
も
感
じ
つ
つ�

長
尾
美
喜
子

魚
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
酷
暑　

魚
食
む�

鈴
木　

喜
夫

シ
ャ
ツ
た
た
む　

昭
和
の
皺
は
そ
の
ま
ま
お
く�

鈴
木　

喜
夫

人
は
み
な
淋
し
さ
の
器　

雨
が
漏
る�

鈴
木　

喜
夫

●一般
○皇室ファッション大全（監修／渡邉みどり　編／別冊宝島編集部）
○誰とでも会話が続く相づちのコツ（著／齊藤勇）
○お弔いの現場人（著／朝山実）
○「賛否両論」おせちの本完全版（著／笠原将弘）
○栗山ノート（著／栗山英樹）
○人間（著／又吉直樹）
○時空旅行者の砂時計（著／方丈貴恵）
○新蔵唐行き（著／志水辰夫）
○ひみつのしつもん（著／岸本佐知子）
●子ども
○やぎのグッドウィン（作／ドン・フリーマン　訳／こみやゆう）
○大人になってもこまらない！時間のつかいかた（監修／鈴木尚子）
○図解でわかる！10歳からの「府省」のしくみ（著／「子ど
もと社会」研究会）
○こぎつねチロンの星ごよみ（作・絵／日下熊三）
○世界の鉱物・岩石・化石・貝・大図鑑（文／ダン・グリーン）
○チ・ヨ・コ・レ・イ・ト！（作／ばんひろこ　絵／丸山ゆき）
○蝶の羽ばたき、その先へ（作／森埜こみち）
○百桃太郎（文／原京子　絵／原ゆたか）
○金魚ははらぺこっ！！（作／Ｈ．Ｍ．ボウマン　訳／渋
谷弘子　絵／タカタカヲリ）

人を乞う
　政が大きく変わるさまを見届
けるため、江戸から故郷に戻っ
てきた天羽藩上士の子・伊吹藤
士郎。世の光と闇を見、武士で
はない生き方を知った少年が選
んだ道とは？青春時代小説、最
終章。『小説ＮＯＮ』連載に加筆
し単行本化。

著／あさのあつこ

せかいいちしあわせなクマのぬいぐるみ
　「はやくだれか、むかえにき
てよ」女の子に置き忘れられて
しまったクマのぬいぐるみは、
何人もの子どもたちの手にわ
たって…。心がほんわかあたた
かくなる、クリスマスにおこっ
た小さな奇跡の物語。

▲内閣府への要請

浜岡中学校の新校舎図鑑

　サブアリーナは、１階昇降口から入
ると中庭を挟んだ、校舎西側に配置し
ます。西側からの採光によって明るい
空間となります。
　中庭側のサッシを全て開けば中庭
との一体的な利用が可能となります。
広さは約300平方㍍で、バレーボール
コート約１面、バスケットボールコー
トなら半面取れる広さです。体育の授
業はもちろん、学年単位の集会や部活
動といった多目的な利用が可能です。
　生活階である２階の廊下に面して開
口部を設けることで、生徒たちが上か
ら眺めることもでき、開放的で風通し
の良いアリーナになります。
　新校舎と既存体育館を２階連絡通路
でつなぐことで、バリアフリーにも対
応します。次回は、理科室について紹
介します。
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★

初
め
て
の
秋
に
５
個
が
実
る

新
神
子
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

は
４
月
14
日
、
徳
川
家
康
が
愛
し

た
と
さ
れ
る「
白
羽
柑こ
う
子じ

」の
成せ
い
木ぼ
く

を
、
同
区
が
整
備
を
進
め
て
い
る

植
物
園
に
川
根
本
町
か
ら
移
植
し

た
。
初
め
て
の
秋
を
迎
え
た
成
木

に
は
５
個
の
果
実
が
実
っ
た
。

柑
子
は
ミ
カ
ン
科
に
属
す
る
柑

橘
類
の
一
種
で
、「
薄
皮
ミ
カ
ン
」

と
も
い
わ
れ
る
。
も
と
も
と
白
羽

村
に
生
え
て
お
り
、
白
羽
産
の
柑

子
は
江
戸
時
代
の
書
物
に
掲
載
さ

れ
る
ほ
ど
有
名
な
代
物
だ
っ
た
。

そ
れ
故
、
県
内
で
も
移
植
に
よ
り

各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
明

治
時
代
か
ら
は
、
甘
み
が
強
い
温

州
ミ
カ
ン
が
主
流
と
な
り
、
次
第

に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
つ
い
に

は
白
羽
地
区
で
も
栽
培
さ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

白
羽
柑
子
と
徳
川
家
康

御
前
崎
町
史
に
は「
武
田
の
軍

兵
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
徳
川
家
康

は
、
敗
走
す
る
さ
な
か
に
白
羽
区

の
旧
家
安
西
一
興
家
の
庭
に
植
え

ら
れ
て
い
た
大
き
な
白
羽
柑
子
の

木
に
隠
れ
た
こ
と
で
難
を
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
、
喉
の

渇
き
を
癒
や
す
た
め
に
ひ
そ
か
に

食
べ
た
柑
子
の
味
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
後
年
大
御
所
と
な
っ
て
駿
府

に
落
ち
着
い
た
と
き
、
白
羽
神
社

の
神
主
を
通
じ
て
安
西
家
の
柑
子

を
所
望
し
た
。
安
西
家
で
は
こ
れ

を
大
変
光
栄
に
思
い
品
質
を
選
り

す
ぐ
っ
て
、
神
主
滝
宮
内
を
通
じ

て
献
上
し
た
こ
と
か
ら
、
神
主
が

幕
府
に
年
賀
を
述
べ
る
際
に
献
上

す
る
の
が
例
に
な
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
ま
ち
に

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
手
に

よ
っ
て
復
活
し
た「
白
羽
柑
子
」。

こ
の
事
業
の
発
起
人
で
あ
る
曽
根

竹
男
さ
ん
は
、「
こ
の
ま
ち
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
こ
こ
に
し
か
な

い
も
の
を
発
信
し
た
い
と
考
え

た
。
そ
の
時
に
思
い
つ
い
た
の
が

徳
川
家
康
が
愛
し
た
と
さ
れ
る
白

羽
柑
子
で
し
た
」
と
話
す
。
続
け

て「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
先
人
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
歴
史
や
文
化

を
後
世
に
紡
い
で
い
く
こ
と
。
今

後
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
郷
土

愛
を
増
幅
さ
せ
る
心
お
こ
し
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意

気
込
ん
だ
。

同
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
発
展
を
願
い
活
動
を
続
け
て

い
く
―
。

徳川家康が愛した白羽柑
こう

子
じ

を白羽地区に復活させる

新神子区まちづくり委員会
令和元年秋の叙勲・褒章

永井さんは、昭和52
年３月に池新田高校を
卒業。その後航空自衛
隊に入隊し、平成24年
９月に３等空佐として

定年退職するまで、約35年の永きにわたり航
空自衛隊の充実発展に尽力した。
この間、地上無線整備技術員として、豊富な
知識と経験により地上無線機器などの検査、整
備、修理、改修などの業務に励むとともに、通
信機器の運用方法の研究改善に取り組むなど、
地上無線整備技術の向上に貢献した。
幹部自衛官に任官後は、通信幹部として通信
機材の設置や運用計画の立案、緊急時の通信業
務の研究に尽力。第１航空団通信隊長として、
部隊の任務遂行に著しく貢献した。

瑞宝双光章

永井　正孝 さん
(中町：61)

防衛功労

戸塚さんは、建築とび
工として長年従事してい
る。難しい現場ほどや
りがいを感じるといい、
現在も第一線で活動し

ている。工具なども独自で考案するなど同業者
からも注目を集める。
建築とび工として働き出したのは18歳のと
き。独学で技術や知識を身につけ、曳

ひき
家
や
や足場、

解体工事など数多くの工事を手掛けてきた。曳
家工事の施工実績は300件を超える。
職業訓練指導員の資格を有し、従業員を指導
育成、鳶競技大会では入賞者を出すまでになっ
た。とびの伝統文化である纏

まとい
振
ふ
り、木

き
遣
や
り、梯

はし

子
ご
乗りの指導にも熱心で神奈川県から木遣りの
師匠を招き練習会を実施、継承に努めた。

黄綬褒章

戸塚　順一 さん
(新野南：68)

建築鳶工・卓越技能

御前崎市表彰・感謝状贈呈

御前崎市表彰 平野 豊 さん地方自治功労
御前崎市選挙管理委員（委員長）15年

感謝状贈呈
株式会社 望月塗工　　国際交流事業に対する寄付

岡村 福彦 さん　　スポーツ振興に対する寄付

鈴木 重雄 さん　　公平委員10年

下村 和夫 さん　　固定資産評価審査委員11年９カ月

山本 和宏 さん　　保護司10年

沖 衛 さん　赤澤 智惠子 さん　大澤 幸子 さん

山本 雪枝 さん　山﨑 由喜乃 さん　栗林 はる江 さん

栗林 美子 さん　髙塚 百合江 さん

　　　　　　　　 おまえざき介護予防運動指導士10年 受賞式に出席された皆さん

御前崎市表彰を受ける平野豊さん
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INFORMATION 民生委員・児童委員、主任児童委員が決定

　照　会　福祉課　☎０５３７�１１２１

　民生委員・児童委員、主任児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け、市民の皆さんの困りごとや悩みごとなど
について、皆さんの立場に立って親身に相談に応じます。また、福祉制度や子育て支援サービスを紹介し、関係行
政機関との「橋渡し役」も担います。任期は３年です。秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

【民生委員・児童委員】
　担当地区で、さまざまな問題にお困りの人の立場に立って、福祉に関する相談や援助、見守り活動などをします。
民生委員は児童委員も兼ねています。
【主任児童委員】
　児童や子育てに関わる問題などを専門的に担当します。担当区域を持つ児童委員と一体となって行動します。

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区 氏　名 担当地区
川原﨑　昭

東　町

西原　敏子
佐倉一区

松 浦 　 清 上 岬 区

藤本　吉康 加藤　久道 鈴 木 　 正 下 岬 区

村松　加代 増田　惠子
佐倉二区

山﨑　政英

大 山 区四ノ宮　主

本　町

増田　峰子 横山　里美

塚 本 　 昇 小川日出海 佐倉三区 大澤　明美

匂坂　明彦 鳥山　清子 桜 ケ 池 澤入　博志 西 側 区

山下　隆久
早苗町

岡村千惠子 比 木 原 濱口　直哉
女 岩 区

山下　栄子 赤堀まち子 上 比 木 川口たけ子

阿形ひとみ

中　町

林 　 絹 子 下 比 木 横山　文子 広 沢 区

栗田　正文 河原﨑悦男 朝比奈原 小栗　弘子
新 谷 区

堀内　敏明 増田　格治 朝比奈原・上朝比奈 髙塚　繁幸

長尾美喜子 鈴木かず子 上朝比奈 髙塚　幸雄
薄 原 区

山下　三明

大　山

増田　正彦
下朝比奈

松井　敏子

長尾　邦男 櫻井　教子 増田志津子 中 原 区

河原﨑晴美 増田　直巳 新 野 西 森田まさ子
白 羽 区

長島　浩子
門　屋

松下美智子 新 野 東 松井　勘司

長嶋　良夫 増 田 　 清 新 野 南 齋藤　英明
白 浜 区

谷 　 良 子
塩　原

村松ひろみ 新野東・新野南 増田喜代子

酒井　清司 松 井 　 清 新神子区

松 下 　 稔
合　戸

松下　康子

民生委員・児童委員

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区
石川　芳彦 第一小学校区 澤入　澄子 御前崎小学校区

渡辺　和子 浜岡東・北小学校区 増田きよみ 白羽小学校区

主任児童委員

INFORMATION 情報掲示板

　今までに一度も公的に風しんの予防接種を受ける機会がなかった男性を対象に、風しん抗体検査・予防接種を原
則無料で実施しています。風しん抗体検査は、特定健診・事業所健診などの健診と一緒に受けることも可能です。

【対象】　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性
【内容】　年度ごとに対象年齢を設け、無料となるクーポン券
　を配布しています。本年度は、昭和47年４月２日～昭和54
　年４月１日生まれの男性に対し、６月上旬に郵送しています

　昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの人で、風し
ん抗体検査・予防接種を希望される人は、照会先までご連絡
ください。電子申請も可能です。
　まずは風しんに対する抗体があるかを調べる抗体検査を受
けましょう。風しん抗体検査・予防接種は全国で受けること
ができます。実施医療機関など詳細は、厚生労働省のホーム
ページをご覧ください。

照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

２次元コード

風しん　厚生労働省 検索

風しん抗体検査・予防接種を受けましょう

照　会　企画政策課　☎０５３７�１１２３

　農林業センサスは、農家をはじめとするすべての
農林業を営んでいる人を対象として、令和２年２月
１日現在を基準に実施されます。
　この調査は、わが国の農林業の生産構造、就業構
造を明らかにするとともに、農山村の実態を総合的
に把握するために重要な調査となります。
　調査結果は、農林行政施策を企画立案するための
指標として活用されます。調査票に記入された事項
については、統計以外の目的には使用されません。
　県が委託した調査員が、12月中旬から農林業を営
んでいる人に調査票の記入をお願いに伺います。ご
協力をよろしくお願いします。
　なお、調査の回答は、国のホームページから直接
回答することも可能です。

農林業センサスにご協力を
照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５

　新成人の門出を祝う「成人式」を開催します。対象
者は、平成11年４月２日～平成12年４月１日生ま
れの人となります。浜岡・御前崎中学校の卒業生
と御前崎市に住民票がある人（令和元年11月１日時
点）に案内状を送付しています。住所変更などの理
由で案内状が届かない場合でも、当日来場していた
だければ参加できます。
日　時　令和２年１月12日㈰10時～（受付９時～）
場　所　御前崎市民会館

御前崎市成人式１月12日開催
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（前月比）

表紙の関連記事

年
末
の
家
庭
ゴ
ミ
搬
入
は	

指
定
さ
れ
た
日
に
出
そ
う

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
年
末

の
大
掃
除
を
始
め
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
年
末
は
、
大
掃
除
で
出
た
ご
み
を

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
す
る

人
が
増
え
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日
を

「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
確
認

し
、
早
め
に
搬
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ

る
家
庭
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

ご
み
が
散
乱
し
な
い
よ
う
に
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
た
ご
み
出
し
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

※�

家
庭
ご
み
は
、
収
集
当
日
の
０
時
～

８
時
ま
で
に
町
内
会
指
定
場
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
末
年
始
の
直
接
搬
入
休
業
日

　
12
月
28
日
㈯
～
１
月
５
日
㈰

■
収
集
さ
れ
な
い
日

①
可
燃
物　
12
月
31
日
㈫
～
１
月
３
日
㈮

②�

可
燃
物
以
外　
12
月
29
日
㈰
～
１
月

３
日
㈮

※�

詳
細
は「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

照　
会　
環
境
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
２

　
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４
８
�
０
０
４
４

介
護
で
腰
痛
や
肩
こ
り
に		

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
介
護
を
す
る
際
、
ご
自
身
の
体
で
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
第
４
回
介
護
者
教
室
」で
は
、
理
学

療
法
士
が
介
護
者
の「
腰
痛
」
や「
肩
こ

り
」
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
の
運
動
を

紹
介
し
ま
す
。
ご
自
身
の
体
を
見
つ
め

な
お
し
、体
の
状
態
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
介
護
を
し
て
い
る
人
。
介
護

　
に
関
心
が
あ
る
人

日�　
時　
令
和
２
年
１
月
29
日
㈬
13
時

30
分
～
15
時

場�　
所　
市
役
所
西
館
３
階
健
診
ホ
ー
ル

照�

会
・
申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
７

「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
」	

	

未
受
診
者
は
ぜ
ひ
受
診
を

　
骨
が
も
ろ
く
な
る
と
骨
折
や
寝
た
き

り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
特
に
女
性
は

定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
骨
量
を
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
年
度
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
未

受
診
者
を
対
象
に
、
追
加
の
日
程
を
設

け
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

対�

象
者　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳

の
女
性
の
う
ち
、
本
年
度
受
診
し
て

い
な
い
人

検�

診
場
所　
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
健

診
セ
ン
タ
ー

検�

査
内
容　
問
診
・
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ

る
骨
塩
量
測
定

金　
額　
５
０
０
円

検�

診
期
間　
令
和
２
年
１
月
20
日
㈪
～

令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

予�

約
期
間　
令
和
２
年
２
月
19
日
㈬
ま

で（
定
員
が
あ
る
た
め
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

照
会
・
申
し
込
み　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３

合
併
処
理
浄
化
槽
は	

	

保
守
・
法
定
点
検
が
義
務

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
の

生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
浄
化
し

て
、
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
年
３
回
以
上
の
保

守
点
検
、
年
１
回
以
上
の
清
掃
、
毎
年

１
回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
き
れ
い
な
水
環
境
を
守
る
た

め
に
必
ず
清
掃
を
し
、
検
査
を
受
検
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
中

の
人
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申�
し
込
み　
一
般
財
団
法
人
静
岡
県
生

活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４（
６
２
１
）５
０
３
０

照　
会　
上
下
水
道
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
６

本
や
雑
誌
の
付
録
を	

	

無
料
で
配
布
し
ま
す

　
図
書
館
で
購
入
し
た
本
や
雑
誌
に
つ

い
て
き
た
付
録
を
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

配
布
し
ま
す
。

日�　
時　
令
和
２
年
１
月
４
日
㈯
９
時
～

付
録
が
無
く
な
り
次
第
終
了

配�

布
条
件　
当
日
、
図
書
館
に
資
料
を

借
り
に
来
て
く
れ
た
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。１
人
に
つ
き
１
つ
好
き
な

付
録
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

　
※
先
着
順
で
１
人
１
回
限
り

　
（
確
認
の
た
め
レ
シ
ー
ト
を
提
示
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
）

場　
所　
市
立
図
書
館　
１
階

照　
会　
図
書
館
ア
ス
パ
ル

　
☎
０
５
３
７
�
８
１
８
１

世
代
を
超
え
て
支
え
合
う	

仕
組
み
を
考
え
よ
う

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
仕
組
み
に
つ

い
て
考
え
る「
地
域
さ
さ
え
あ
い
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。

※
事
前
予
約
は
不
要（
定
員
１
０
０
人
）

日　
時　
令
和
２
年
１
月
25
日
㈯
10
時

場�　
所　
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階
大
研
修
室

講�　
師　
東
北
福
祉
大
学
高
橋
誠
一
教
授

照�

会
・
申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
８

お
知
ら
せ

市
立
御
前
崎
総
合
病
院	

令
和
２
年
度
採
用
募
集

職
種
・
募
集
人
数

　
看
護
師
…
…
…
…
…
５
人

　
看
護
助
手
…
…
…
…
１
人

　
介
護
福
祉
士
…
…
…
５
人

　
介
護
員
…
…
…
…
…
１
人

　
薬
剤
師
…
…
…
…
若
干
人

　
言
語
聴
覚
士
…
…
…
１
人

　
臨
床
工
学
技
士
…
…
１
人

受�

験
資
格　
有
資
格
者
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
み
の
者

応�

募
期
間　
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
17

時
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
必
着

試
験
日　
１
月
20
日
㈪

※�

詳
細
は
、
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
照
会
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照　
会　
病
院
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

チ
ー
ム
で
楽
し
む		

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

日　
時　
令
和
２
年
２
月
23
日
㈰

場　
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対�　
象　
市
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上

の
一
般
男
女

参
加
費　
１
チ
ー
ム
千
円　

定　
員　
先
着
18
チ
ー
ム（
申
込
順
）

申
し
込
み　
所
定
の
様
式
で
申
し
込
む

　
申
込
用
紙
は
、
各
地
区
公
民
館
・
ぷ

　
る
る
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
市

　
役
所
本
庁
・
支
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
令
和
２
年
２
月
10
日
㈪

照
会
・
申
し
込
み　
社
会
教
育
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
５

　
FAX
０
５
３
７
�
８
７
３
７

が
ん
患
者
や
家
族
が
集
う		

が
ん
サ
ロ
ン「
な
ご
み
」

　
患
者
や
家
族
が
集
い
、
語
り
合
う
場

で
す
。
医
療
者
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ

ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
時　
令
和
２
年
１
月
24
日
㈮

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
象　
が
ん
患
者
や
家
族

場　
所　
磐
田
市
立
総
合
病
院
周
産
期

　
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
講
堂

申
し
込
み　
不
要

照　
会　
磐
田
市
立
総
合
病
院
が
ん
相

　
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
３
８
�
５
２
８
６

教
育
資
金
で
お
悩
み
の
人		

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

　
円
以
内

金　
利　
年
１・６
６
％

　
（
母
子
家
庭
な
ど
は
１・２
６
％
）

返
済
期
間　
15
年
以
内

　
（
母
子
家
庭
な
ど
は
18
年
以
内
）

照　
会　
日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ

　
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
ー
０
０
８
６
５
６

　
☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

御
前
崎
市
振
興
公
社
で	

	

講
師
を
募
集
し
ま
す

　
現
在
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
有
資
格
者
の
ほ
か

指
導
経
験
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
公
財
）
御
前
崎
市
振
興
公
社
で
は
、

老
若
男
女
問
わ
ず
幅
広
い
年
齢
層
の
人

が
楽
し
め
る
内
容
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
教
室
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

内　
容

・
プ
ー
ル
教
室（
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
）

・
ス
タ
ジ
オ
教
室（
幼
児
・
小
学
生
対

　
象
の
体
操
指
導
）

・
テ
ニ
ス
教
室（
小
学
生
・
成
人
初
級

　
ク
ラ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
）

照　
会　
市
民
プ
ー
ル　
ぷ
る
る

　
☎
０
５
３
７
�
０
１
９
５

（令和元年11月末日現在の速報値）

御前崎市出身で、リ
オデジャネイロ五輪陸
上男子400㍍リレー銀
メダリストの飯塚翔太
選手を招いたイベント「エンジョイ
スポーツ御前崎」が11月10日に浜岡
総合運動場で開催。飯塚選手は小中
学生に走りのコツを指導しました。

♪もーいくつ寝ると…今年も残す
ところあとわずかですね。この時期
になると毎年のように「１年がたつ
のは早いなあ」と感じます。年齢を
重ねるごとにこの思いは強くなるよ
うです。仕事で忙しくされてる方々
がはやく来い来いするのは、正月よ
りも目の前の休日でしょうか。　Ｒ

人　口 32,349（－21）
男　 16,426 （－９）
女　 15,923（－12）

世帯数 12,088（－10）

▲ＷＥＢ予約用
　２次元コード

薬
物
乱
用
は

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
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普段の食事に

“野菜プラス
1皿”

発
行
／
御
前
崎
市
役
所
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
437-1692静

岡
県
御
前
崎
市
池
新
田
5585　　電

話
／
0537�

1132　　FAX／
0537�

1136
ホームページ／

http://www.city.omaezaki.shizuoka.jp　
メール／

somu@city.omaezaki.shizuoka.jp
2019.12
N
o.188

ま
ち
の
元
気
応
援
マ
ガ
ジ
ン

“御前崎をた
べよう！”

◆豚ひき肉 �  300㌘
◆みそ �  大さじ４
◆砂糖�  大さじ２
◆卵 �  ２個
◆かたくり粉 �  大さじ２
ピーマン �  12個
ごま油 �  小さじ４
水� 120㎖

材料（４人分）

▶１人分=397kcal

1ボウルに◆の材料を入れ、粘りが
出るまで練ったら12等分する。
2ピーマンはへたから１㌢程度のと

ころで輪切りにし、種は奥へ押す。
32に1を詰め、へたをのせる。
4フライパンでごま油を中火で熱し

油を絡めながら3を並べ焼く。
5油をふき取り水を加え、ふたをず

らして中火で６～７分焼く。途中
で上下を返す。

まるごとピー
マンの肉詰め

12

北
きた

川
がわ

　葵
ひまり

ちゃん３歳（門屋）

大
おお

石
いし

 彩
さ

月
つき

ちゃん２歳（大山区）

かわいい笑顔を募集します。

対 象： ２ 月 生 ま れ の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：１月6日㈪、7日㈫

の２日間、８時15分
～17時

（受け付けは電話のみ
。先着８人）

◆申込先：総務課

�  ☎０５３７�１１３２

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。

山
やま

本
もと

 ちひろちゃん１歳
（新谷区）

沖
おき

　奏
そう

空
た

くん２歳
（門屋）

大
おお

久
く

保
ぼ

 來
ら

々
ら

ちゃん２歳（上岬区）
丸
まる

山
やま

 喜
き

沙
よな

ちゃん２歳
（塩原）

志
し

賀
が

 柚
ゆ づ き

月ちゃん３歳（大山） 山
やま

下
した

 莉
り

愛
あ

ちゃん３歳
（中町）

ピーマンは油で加 熱 す る と ポ リフェノールの吸収率が７倍に！


